
 

 

岩手県協会 

東日本大震災の復興支援活動として宮古市で「ふれあい乗馬会」を開催しました 

生命保険協会岩手県協会（会長：森 亮 日本生命盛岡支社長）は、東日本大震災の被

災地への復興支援活動の一環として、宮古市の「愛宕保育所」と「花輪保育所」で「ふ

れあい乗馬会」を開催しました。園児たちはポニーに乗ったり、餌あげを通してポニー

とふれあい、動物に対する関心と愛情を深めました。最初はポニーを前に緊張した様子

や怖がる姿も見られましたが、次第に慣れてくると笑顔でポニーに触れたり、楽しそう

に餌をあげたりするなど、動物とのふれあいを満喫していました。 

この「ふれあい乗馬会」は会員会社 22 社からの募金をもとに、馬とのふれあいを通

した青少年健全育成を理念としている NPO 法人「乗馬とアニマルセラピーを考える会」

の協力で実施しており、2012 年から開始し、今年で 14 回目の開催となります。 

岩手県協会は、今後も東日本大震災の被災地復興支援に取り組んでまいります。  


